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1．問題の所在

1970年代フェミニズムは、社会的・文化的性差を指す「ジェンダー」と

いう用語を意図的に用いることによって、性差を「生物学的宿命」から引

き離し女性解放の新しい道を切り開いた。しかしながら、1980.90年代に

入り、「ジェンダー」概念もまた、「生物学的性別」をもとにして成り立つ

｢社会的・文化的性別」である以上、男女を二分し差異化するカテゴリーに

すぎず、逆に性差の自然性を強調してしまっているという点に批判が向け

られるようになった（Scottl998=1999:１０;Butlerl990=1999:28-29などを参

照)。

問題は、性差が自然であるのか、社会的なものであるのかにではなく、

差異化それ自体にあるとする新しいフェミニズムの流れは、男女を二分す

る「カテゴリー」それ自体に焦点をあて、「肉体的差異に意味を付与する差

異化の記号」が構築される過程における権力や政治性を徹底的に追求しよ

うという動きに結実した。そのような動きの先鋒に立つのがジュデイス．

バトラーである。バトラーによれば、「女」とは政治的規制や懲罰を伴う規

範の中でなされる反復行為によって、あるいは日常的な言語行為を通じて

構築される「不安定なカテゴリー」でしかない。彼女は規範と行為の再帰
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性が「女という実体」を構築しているという点を示し、本質主義を超えよ

うと試みたわけである（Butlerl990=1999:４１)。

しかしながら、「女」は本質などではなく、権力の諸軸によってその都度

構築される「カテゴリー」にすぎないという認識の提示は、即座にカテゴ

リーからの解放を用意するものではない。現実世界に生きる生活者の視点

にたつならば、たとえ「女」が社会的構築物にすぎないということが認知

的に了解されたとしても、（良し悪しはともかくとして）当の女性たちに積

極的に生きられているという側面があるからである。

確かに「女」カテゴリーが存続するというとき、そこにある権力作用を

無視することはできない。しかしながら、女性を単に権力に搦めとられた

存在とみなし、啓蒙の対象としてのみ捉える視角があるとするならば、そ

れは生活者自身のもつ可能性を無視したあまりにも倣岸な見方であると言

わざるをえない。

そこで本稿では、1990年代に入り、「女性学」という学問的領域が体系的

に形成されつつあるネパールにおいてジェンダー規範がどのように問題化

されているのか、また、日常的にどのように解釈ざれ対処されているのか

を検討していきたい。

具体的なデータとして用いるのは、1996年の開設以来、理論だけではな

く開発現場への実践的な貢献を行ってきたという点で、学問的領域と実践

の中間に位置しているネパールのウイメンズ・スタディ・コースにおいて

筆者が行った一年に及ぶ参与観察、質問票調査ならびに聞き取り調査の結

果である。現実に生きる個にとってジェンダーは如何なるものとして存在

しているのであろうか。

2．ネパールにおける女`性の地位の概要

ネパールは、中国とインドの中間に位置し、面積14万8000平方キロ（日

本の0.37倍）の国士において、雄大なヒマラヤ連峰から海抜100メートルに

満たない熱帯のジャングルにいたる多様な自然環境を有している。また、

人口1849万人の約９割がヒンドゥー教を信仰しており、世界で唯一ヒンド
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ウー教を国教に定めている王国でもある。

現在、これらの地域には、大きく分けてカースト制をもつインド・アー

リア系の人々と独自の文化をもつ少数民族の実に総計３０にも及ぶカース

ト・民族が混在している（Bistal989)。インドから移住してきたとされて

いるインド・アーリア系の人々は、ブラーマン（司祭階級)、チェットリ

(武士階級）と呼ばれる上位カーストと「ダリット」とよばれる低カース

ト’を擁している。また、少数民族においては、それぞれ固有の文化と言語

をもつモンゴロイド系のリンブー、マガール、タカリ、そしてネパールの

国の由来にもなったカトマンズを中心に古くから在住していたネワールな

どが含まれている。このようにネパールには多様なカースト・民族がひし

めいており、そのため女性の状況も一様ではないのである。

一般に、ヒンドゥー教を熱心に信仰するブラーマン、チェットリなどの

上位カースト女性に関する微れなどの規範は厳しく、女性が受動的・隷属

的であるといわれている。それに対し、１８世紀後半に始まった国家統合の

過程でカースト制に組み込まれ、ヒンドゥー教を信仰するようになったモ

ンゴロイド系民族の女性は、結婚や行動に関わる規範や浄・不浄の規範か

ら比較的自由であり、それなりの意思決定権をもつといわれている

(Bhattachan200L161)。

しかしながら、ネパール全体でみてみれば、女性が非識字層の625％を

占め（CentralBureauofStatisticsl991)、また女性の56％が貧困層（below

povertyline）に集中しており、ジェンダー間の格差は依然として大きい

(MinistryofWomenandSocialWelfarel999)。さらに妊産婦死亡率

(ＭＭＲ）は非常に高〈（MinistryofWomenandSocialWelfarel999)、女

性の平均寿命が男性よりも短い世界でも稀な国となっている（木村2000：

156)。また現在でも、「男は世界を照らす、女が照らす場所といえば台所だ

け（Chorabhayesansarujyalo，Choribhayebhanchhaujyalo)｣、「妻とい

えば足元の塵のようなもの（Srimatibhanekopaitalakodhuloho)」といっ

た諺が示しているように、女性を自律的な主体とみなさないヒンドゥー教

的女性観が存在する（Malla2001:186-187)。このようなヒンドゥー教的女

性観は、法規制にも如実に表れており、全体として女性は不利な立場に置
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かれていると言えよう：

ネパールの公的領域におけるジェンダーの争点化に関しては、政府主導

の女性の地位向上政策と外国からの開発援助が重要な役割を演じていた。

政府主導の本格的な女性の地位見直しが行われたのは、1975年に始まる

｢国際女性の10年（1975年～85年)」以降であった（Gyalpol997)。1970年
代後半には、ＵＳＡＩＤ（米国国際開発庁)３がとり入れた開発への女性の参

加・統合を提唱するＷＩＤ（WomeninDevelopment）アプローチが、その

後ＷＡＤ（WomenandDevelopment)、ＣＡＤ（GenderandDevelopment）
アプローチ4が、ネパールにおける女性の参画推進政策として採用された５

(Pokharel＆Mishra2001:4-5)。一方で、女性に対する暴力、アルコール問

題、女性の財産相続など女性の日常に関わる問題を争点とする「女性のた

めの、女性としての、女性の動員」としての女性運動が開花したのは、

1990年の民主化以降であった（Tawal997:329)。それ以前の非民主主義的

政権下6においては、女性組織は事実上政府の監視下におかれていた。そし

て、日常的問題を争点化する機会すら制限され、逆に政府主導の女性の地

位向上がなされていたのだ。このような状況の中で女性の地位向上を目指

した活動を行っていた女性は、ある者は体制側に身を投じ、またある者は

女性の地位向上を結実させるための土台である民主化運動に身を投じなが

ら、現在の女性運動の土台を形成していった（Tawal997)。

3.調査対象：ウイメンズ・スタディ・コース

(1)女性学とウイメンズ・スタディ・コース

ウイメンズ・スタディ・コースは、はじめて女性学を専門的に扱うコー

スとして、国立のパドマ・カニャ女子キャンパス内に設置された。パド

マ・カニヤ女子キャンパスは、1951年に設置された初の国立の女子高等教

育機関として知られている（Thapal985:96-97)。

1960年代にアメリカにはじまり徐々に学問領域を確立していた女性学と

いう分野がネパールにおいて紹介されたのは、1987年である。しかしなが
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ら、ＷＩＤ（WomeninDevelopment）がネパールの女性政策の中心であっ

た当時（Bhadra2001)、「女性学」はパドマ・カニヤ女子キャンパス家政学

部における「女性と開発」分野の１科目として紹介されるに留まった

(Pokharel＆Mishra2001:4-5)。そして、授業では、政府の開発政策の一翼

を担うための人材育成を目的とし、女性の地位向上に必要な開発政策の計

画・実行の教育といった実践的な面に力が注がれた（Subedil993=1996：

195)。

その後、1996年にジェンダーに関心を寄せるパドマ・カニヤ女子キャン

パス教授陣の有志により、学士取得者以上を対象にした１年の専門コースが

設立され、外国の援助団体から資金援助を受けて授業が開始された

(Pokharel＆Mishra2001:4-5)。現在、それは家政学部の１コースとして認

可されている。しかしながら、実質的に政府からの資金援助を受けていな

い点で100％自己運営の私的教育機関に位置づけられる。

本コースの目的はネパールにおける行政、開発、教育分野におけるジェ

ンダー・エキスパートの養成にあり、大きく「ジェンダー理論」「開発にお

ける女性」「政治・法における女性」「社会調査法（フェミニスト・リサー

チ)」の科目において、理論と実践の双方を含む教育が展開されている。実

際、各種の授業においては国会見学やＮＧＯの訪問、国内外の活動家の招致

に力が入れられている。そのほかにも、３月８日の「世界女性の日」を記念

したジェンダーフォーラムやデモ行進の主催、ＮＧＯが主催する少女売買や

女性の財産分与権に関わるデモ行進への積極的な参加もなされているなど、

その位置づけは単なる教育機関に収まらない。

(2)ウイメンズ・スタディ・コースの在籍者

ウイメンズ・スタディ・コースには、筆者が留学していた2001年から

2002年当時、第５期生として34人の女性が所属し、そのうちレギュラー出

席者は３３人（既婚２４人）であった。３３人中２３人が上位カースト出身者

(１７人がブラーマン、６人がチェットリ）で、１０人がモンゴロイド系民族

(６人がネワール、２人がマガール、１人がリンブー、１人がタカリ）という
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カースト・民族構成になっており、下位カーストの女性はいない。100％自

己運営の私設研究機関ということもあり、授業料は他の国立大学の約３倍

である。ちなみに女性の識字率は男性５４５％に比べて39.7％と低く、１９９６

年度の大学進学の条件となる高校卒業有資格者数に、女性が占める割合も

31.12％と低い（CentralBureauofStatistics2000；CentralBureauof

Statisticsl999)。以上の点を考慮すると、在籍者は経済的にもある程度恵ま

れた階層出身者で、学歴が高い女性であるということがわかる。

ウイメンズ・スタディの受講者25人7を対象にし、うち２１人から回答を

得た質問票調査によれば、入学の理由として資格や就職を踏まえた実利的

な理由もさることながら、「同じ関心をもつ女性とのネットワーク構築」を

はじめとし、「女性の歴史的背景と現在の状況を知るため｣、「女性が抑圧を

うけている背景にどのような要因があるのかを知りそれを変える方法を学

ぶため｣、「女性の地位を向上させるため」など、何らかの社会変革を企図

する理由が挙げられていた：実際に、在籍者のほぼ全員がネパールにおい

て女性が平等に扱われていないと回答していた：具体的には、法律や公的

な場や教育機関における差別だけでなく、家庭内においても男兄弟に比べ

ると平等の機会に恵まれていない、母親が決定権をもたない等の女性差別

を認識している30

また、具体的に関心のある女性問題の争点を挙げてもらったところ、財

産分与権Ｊ１雇用機会均等そして少女売買にまつわる問題に多くの関心が寄

せられていたＪ２殊に、現在でも女性に対する差別規定がもうけられている

財産分与の問題に関しては、ウイメンズ・スタディ・コースとして２回に及

ぶ討論会が催され、デモ行進が行われるなど、その関心の高さを示している。

４生きられるジェンダー規範

(1)無意識的実践

全体としてウイメンズ・スタディ・コース在籍者は、ジェンダーに関し

て深い関心や問題意識をもっており差別にも自覚的である。また、本コー
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スが女性運動という枠内で担っている役割を見ても、彼女たちは情報にア

クセスしやすく、女性運動の中心に比較的近い距離にあると想定すること

ができる。しかしながら、彼女たちはジェンダー問題に敏感であり、何ら

かの社会変革を企図する一方で、日常的に彼女たちをとりまくジェンダー

規範に対する認識と実践は必ずしも一様ではない。

ウイメンズ・スタディ・コースの参与観察において全体的に見られたの

が、結婚した女性に期待されるチュラ（腕輪）やポテ（ネックレス）とい

った既婚を示す装飾品の着用である。チュラやポテに関しては、女性のみ

に既婚か未婚かを社会的に示すことが期待される規範でありながらも、在

籍している女性たちによって特に意識されずに実践されている。質問票調

査では、回答を得た２１人中１３人がチュラ、ポテといった既婚を示す装飾品

を着ける必要がないと回答していたにもかかわらず１３クラスの全員が何ら

かのかたちで、日常的にそれらを身につけていた。また、2001年５月１６日

の「開発と女性」の授業ならびに７月３日の「女性と政治」の授業でチュラ

やポテ着用に関する話題が挙がったが、それぞれあまり関心をひきつけず、

特に議論にはならなかった。

2001年５月１６日

学生

村に行って、驚きました。ある母親にあなたの子供は何人ですかと尋ねたら、

娘の数を子供の数に含めなかったのです。

教員（女性）

国勢調査でも女児より男児の羅病率が高くなっています。それは、女児を病

院に連れて行かないからです。いまでも女性は、夫が死んだらチュラやポテ

をはずし赤いテイカをつけるのをやめますが、男性は何もする必要がありま

せん。このような点に女`性差別は残っていますね。

2001年７月３日

教員（男性）

女性の地位上昇の戦略として、法律を制定し、実践をかえるという方法があ

ります。しかし、法律より、実践が強力な場合もあります。たとえば、憲法

で男女平等が明記されたにもかかわらずチュラやポテをつける風習は変わっ
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ていません。

学生１

チュラ、ポテは自分を着飾る満足です。お化粧みたいなものです。

学生２

自分のために身に着けているのですから、どうこう言う問題ではないと思い

ます。

ジェンダー問題への関心が強い学生たちであっても、日常生活の水準で

はある程度自明視され半ば無意識的に実践されているジェンダー規範があ

るという点に、まずは留意しておこう。

(2)消極的コミットメント

チュラやポテの着用のように、ほとんど意識さえされずに実行されるも

のがある一方で、明示的な制裁を伴うものとして意識されているのが、生

理中の規範（ナチユネ）である。ネパール国内でも1992年の国際人権会議

を契機に、女性に対する暴力ヘの関心が高まった。そして、女性に対する

暴力を問題化するＮＧＯの活動によって、生理中に実家を離れる「チヤウパ

リ」の規範や生理中の女性を不浄とみなし家族成員との接触や寺院参拝な

どを制限する「ナチュネ」の規範は、「慣習」ではなく「暴力」であると定

義された。そして、その意識は徐々に浸透しつつあると言える（Rana-

Deubal997)。ウイメンズ・スタディ・コースにおける質問票調査でも、２１

人の回答者中、生理中は家族の規範に何らかのかたちで従うべきだと回答

している者はわずか５人に留まり１４また生理中は寺院参拝すべきでないと

回答した者は７人であったJ５次に挙げる2001年８月１０日におけるウイメン

ズ・スタディ・コースの懇談会でのやりとりで、仏教徒の一部においては

生理中の規範がないことが明らかになった。

2001年８月１０日

カマラ・シュレスタ'6先生（ネワールーヒンドゥー教徒）

ウイメンズ・スタディ・コースの教員育成トレーニングを受ける前まで、私
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（よジェンダーの問題に関して無頓着であったと思います。ある日、大学教授

の父がコモンルームで食事をした際偶然そばにいた同僚が生理であったこと

を知り、急いで帰宅して胃をきれいにしたという話を聞きました。その当時、

私は「父はなぜそんなことをしたのか」と思うことすらなかったのです。今

思えばそのような無関心さが問題だったのだと思います。

ラクシュミ・サキヤさん（ネワールー仏教徒30代：ＮＧＯボランティア)１７

ネワール民族でも、私たち仏教徒の間には生理による女性差別はありません。

私たちは生理中も寺院参拝しますし、神様に触れたりもしますJ８

しかしながら他方、聞き取り調査をおこなったところ、コースに在籍す

る９割以上の女性が、ヒンドゥー教19の浄．不浄の観念に基づき、生理の４

日間は寺院参拝、台所の出入り、男性への接触を自重していることが明ら

かになっている。

ドウルガ・バントさん（ブラーマン30代：看護婦）

生理中は、家族の男性メンバーとは別の鍋で食事を作ります。女性のメンバー

とは同じ鍋でもよいので、女性とは食事をともにします。生理中に台所の出

入りや寺院参拝を制限される規範があるのは本当です。今でも台所には入れ

ません:０

シータ・シャルマさん（ブラーマン20代：主婦）

私の家はブラーマンなので、厳しいしきたりがあります。現在、夫の両親、

兄弟家族とともに住んでいるので特にたいへんです。生理中の規範はいやで

も守らなければなりません:’

パルバティ・アディカリさん（ブラーマン20代：学生）

初潮を迎えたとき、兄弟、父親を見ることも禁じられました。その後、生理

中は男性メンバーに触れることを主に母親に禁じられていました。自分から

規範を破ろうとは思いませんでした。けれども、兄弟は気にせずに触れてき

て母親に怒られていたのを覚えています。現在は大学の寮に住んでいるので、

家庭内での規範を気にすることはなくなりました孚
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リム．シユレスタさん（ネワールーヒンドゥー教徒20代：司法修習生）

ネワールには生理に対して厳しい規範があると思います。祖父母と住んでい

たころ３３生理の４日間は食べ物に触るなとか、台所に入るなとか厳しく言わ

れました。私は嫌だと思っていましたが、しょうがありません。一般的にネ

パールの女性は結婚しても、このようなことで嫌な思いをするし、この国の

女性はつらいと思います。生理終了後は金Z4で清めた水で自分の使った部屋

をキレイにしなければならないし、シーツなどその間使用したものは自分で

洗わなければなりません3５

シータ・シャルマさん（ブラーマン)、パルバティ・アディカリさん（ブ

ラーマン）やリム・シュレスタさん（ネワール）の話によれば、こうした

規範の遵守は、男性メンバーだけではなく、女性メンバーによっても強制

ないし教導されていることがわかる。それは勿論好んで遂行されるもので

はないが、他方で必ずしも「変革すべき規範」でもない。例えば、パルバ

テイ・アデイカリさん（ブラーマン）やリム・シュレスタさん（ネワール）

は、現在、親元を離れて暮らしているため規範から当面は「解放」されて

いるが、それが完全なる解放ではなく、将来再び経験するであろう点が示

されている。また次に挙げるサンギータ・シュレスタさん（ネワール）も、

家族を介してなされる規制に対し否定的である一方で、規範遵守の理由を

家族の規制ではなく宗教的なものに求め、ある種の諦念を吐露しているの

である。

筆者

あなたも、生理の規範を守っているのですか？

サンギータ・シュレスタさん（ネワール20代：弁護士）

はい、生理中は台所には入らないし、お祈り（プジャ）もしません。家族

（主に父母）に厳しく制限されます。

筆者

両親に反論したりしないのですか？

サンギータ・シュレスタさん

いいえ。好きではありませんが、宗教や文化的慣習のためにやむをえず、守

らなければならない（ガルナイパルチャ）と思っています。日本にはこのよ
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うな習慣はありますか？２６

さらに、授業内のディスカッションでは、横れに対する規範を否定して

いたリンブー、マガールの女性も、生理中の自己を「横れている」とは位

置づけてはいないものの、生理中の寺院参拝を自重していることが明らか

になった。

マヤ・スッバさん（リンブー20代：ＮＧＯ勤務）

生理中の女性に触ってはいけない、ともに食事をしてはいけない、台所に入

ってはいけないという習慣は、この民族には無いと思います。生理は自然の

理だから、どうこうということはないからです。ただ、熱心なヒンドゥー教

徒ならば、規範の遵守はあると思います。私、個人としては、寺院参拝だけ

は薦路します。

筆者

なぜ、お寺に行くことを檮曙するのですか？

マヤ・スッバさん

なぜ…。昔からそうでしたから…。

クマ'ルタパさん（マガール20代）

マガールにもリンブーと同じくそのような習慣はありません。でも、個人的

にお寺の中に入ることは檮曙してしまいます。最近、カトマンズでは、だい

ぶ意識も変わってきていると思いますが:７

生理の規範は、直接的には家族を介して強制されるという点で、女性に

とって一義的には抑圧的で強制的な規範として作用している。けれども、

それは時に、積極的に賞揚されるわけではないにせよ、宗教的・文化的な

アイデンティティの表現形態の一つとしても語られうるという点にも留意

しておこう。

(3)積極的コミットメント

生理中の規範のように、制裁を伴う規範として否定的で抑圧的にとらえ

られる規範がある一方で、一部の女性において「規範」の域を脱して宗教
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的「自己満足」として肯定的に解釈され積極的にコミットされているもの

がある。例えば、クラスでしばしば議論された「パティヴァルタ」は、「自

己満足」の視点から多く語られる傾向にあった。「パテイヴアルタ」とは夫

を敬い崇める慣習である。その最たるものが、献身的な妻として高名な神

話上の人物パルバテイに倣って夫の長生きを願い断食し寺への参拝を行う８

月の「テイージ｣28の祭りだ。パルバテイは、夫となるシヴア神との結婚を

結実させるために厳しい瞑想と断食を行ったとされる。その逸話に基づき、

テイージにおいて既婚女性は夫の長命を願い、また未婚女性は良い伴侶を

得ることを祈念して、２日間にわたって断食をし、そして祈りを捧げるので

ある（Majururial996:75-76)。

テイージ当日は、日没あるいは翌日まで食事を口にすることはできない。

かつて信仰の篤い家庭の女性は、唾を飲み込むことが「夫の血を飲むこと」

とされていたため、唾さえのみこむことができなかったという；，ティージ

は、まさにパルバティという「献身的な妻」の理想像に近づくように女性

を動機づける￣つの規範である。質問票調査では２１人中６人がその慣習に

従うべきとし、１３人が従う必要はないと回答している30しかしながら、授

業内でテイージを祝う女性を尋ねたところ、５人の既婚女性が挙手してお

り９１さらに聞き取りの結果、テイージを祝う女性たちはそれを家族に強制

される「苦」としてよりもむしろ「楽しいもの｣、「心踊るもの」として捉

えていることが明らかになった。

筆者

未婚の女性が|折食すると、良い男性が見つかると聞きましたが、あなたはテ

ィージを祝いますか。

マニーシャ・マナンダールさん（ネワール２０代）

いいえ。うちの母は、ティージが近づくと毎年、どんな服を着ようか、どん

な踊りを踊ろうかという話を友人同士でよくしています。私は、断食なんて

しません。お腹がすいてしまうわ:Ｚ

筆者

あなたはティージを祝いますか。
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ランジュ・ポカレルさん（ブラーマン20代：主婦）

はい。テイージにはチュラ（腕輪）をインド映画の女優のようにたくさんつ

けて、新しい赤いサリーを着てパシュパティナート33に行きます。結婚してい

る妹もこの日のために遊びにくるから、２人でいきます。サリーは毎年新しい

のを買うのよ・ポテ乳も新しく作りました。

筆者

やはり、断食（ブラタ）をするのですか。

ランジュ・ポカレルさん

水やお茶くらいなら飲みます。昔は厳しくて、唾さえのめませんでしたが、

今はそんなに厳しくありません。準備などでしばらく学校には行けません。

おちついたら、あなたを家に招待して、お酒落をしたテイージの写真をあげ

ますね3５

シータ・シャルマさん（ブラーマン20代：主婦）

テイージのためにチュラを買いました。この時期は、アクセサリー屋にとっ

て－年に一度の稼ぎ時です許ですから、いつもの倍の値段がつくのですよ。

筆者

高くても買うのですか？じゃあ、ティージの前にあらかじめ買っておかない

といけないですね。

シータ・シャルマさん

あら、それはだめです。楽しみがなくなってしまうでしよ。新しいサリーも

買う予定です。あなたも、パシュパティナートに行ってみたらどうですか？

赤いサリーを来た女性たちをあちこちで見ることができますよ:７

マニーシャ・マナンダールさん（ネワール）の母親や、ランジュ・ポカ

レルさん（ブラーマン）やシータ・シヤルマさん（ブラーマン）にとって、

テイージは夫の長命を祈念する儀礼だけでなく、友人と談笑し、新しい服

やアクセサリーを購入し自身を着飾るハレの日でもあるのだ。また、授業

内でシャンテイ・マッラ先生（ネワール）が触れていたように、テイージ

は儀礼ではあるが、パシュパティナートで居合わせた見も知らない女性た

ちが「女性」というつながりから、人生の苦楽を分かち合う好機として捉

えることもできる。
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シャンテイ・マッラ先生（ネワール）

テイージは一部の女性にとって、－年に一日、家庭から解放ざれ自由になれ

る日です。そして、新しいサリーを着て、お寺に参拝することが許される日

でもあります。また、そこで居合わせた女性や友人と共に歌を歌ったり踊っ

たりすることによって日頃の苦労（ドウカ）を分かち合う一年に一度の好機

です。それがグループ・エンパワーメントにも繋がると思います界

また、テイージの３日目には、１年間の生理の横れを清めるために365回

入浴をするリシパンチヤミという儀式がある。ちなみにリシパンチヤミの

2001年８月２２日の授業出席者は、わずかに10人のみであった。

筆者

（バシュパテイナートが一望できる丘から、寺院に参列する女性の行列を見な

がら）私の大家（ネワール）のディディ（お姉さん）は、ティージはやらな

いと言っていました。ティージはブラーマンやチェットリの祭りなのですか。

マヤ・スッバさん（リンブー20代：ＮＧＯ勤務）

もともとはそうであったと思います。現在では、カースト・民族に関係なく、

全国的なお祭りになっていると思います。私が家をでるとき、私の嫁いだ姉

と母と叔母もパシュパテイナートに行く支度をしていました。でも、断食は

しませんよ。断食を解くには、夫に祈りを捧げて、夫の足を洗った水を飲む

そうです。マンジュさん（クラスメイトマガール３０代）はやりませんが、

彼女の義母はやっているそうです。明日は、リシパンチャミといって、女性

は365回水浴びをします。これは、１年間生理中に触ったものを清める儀式で

す。マンジュさんは儀式で忙しくて、明日は学校には来ないでしょうね:，

こうした発言の他、ウイメンズ・スタディ・コースの第４期卒業生40の女

性にも話を聞く機会を得ることができた。彼女たちも、テイージに関して

は、比較的肯定的に解釈している。２番目に登場するソニ．バッタライさん

は７月に結婚したばかりであるが、それをティージに結びつける筆者の問い

かけに対し、肯定的な返答を与えていた点が興味ぶかい。
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筆者

ティージを祝いましたか？私は、友人とたくさんの女性がパシュパテイナー

トに参拝するのを見てきました。

ウルミラ・コイララさん（ブラーマン30代：主婦第４期卒業生）

テイージの日には、パシュパテイナートには行きませんでした。断食をする

のは、辛いこと（ドゥカ）ではありません。ただ、お腹がすいているときに

家族（男性メンバー）の食事の支度をするのが、少し辛いでしょうか（笑)。

そのときばかりは、胃炎（ギャスティック）になってしまいそうでした』］

ソニ・バッタライさん（ブラーマン２０代：ＩＮＣＯ勤務第４期卒業生）

テイージには、パシュパテイナートに行きましたか？あなたも、断食しま

したか？未婚の女性が断食すると、将来、良い伴侶が見つかるといわれてい

ます。

筆者

いいえ。私は、断食なんてできません。お腹がすいてしまいます。あなたは

していたのですか？

ソニ・バッタライさん

はい、していました。

筆者

それだから、良い伴侶がみつかったのですね。

ソニ・バッタライさん

そうかもしれませんね。次回はあなたも実行してみたらよいかもしれません

よ（笑)。

ソニ・バッタライさんの父

ティージの甲斐あってか、良い伴侶をみつけることができました。家柄とい

い専攻や職業といい、こんなに娘にあう人はなかなか見つからないと思いま

した。ですから先方の希望に添って、急ではありましたが1週間で式を決めた

というわけです3２

ウイメンズ・スタディ・コースでは、「女性と文化」という題でジェンダ

ー規範と宗教との関わりを考える講座が設けられており、その授業内で生

理の規範やテイージの話題が挙がったが、ここでもそれらは「自己満足

(アフノクシ)」と解釈され肯定的に語られる傾向が見られた。

2001年５月１７日
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教員（女性）

早朝、バシュパティナートに行ったことがありますか？そこで祈りを捧げ

ているのは、ほとんど女性です。信仰心の度合いもありますが、ネパールの

女性にとって、プジャ（祈り）や生理中の規範やバテイヴアルタは、自己満

足よりも、家族（義母や義父）からの脅威や義務という側面が強いのではな

いでしょうか。

学生（チェットリ）

確かに、そのように解釈できます。「ラーマーヤナ」のシータの話43も、女性

に理想像をおしつけるような作り話かもしれません。でも、それを理想とし、

自己満足（アフノクシ）を得られるなら、それを否定することはできません。

学生（ブラーマン）

確かに、生理の規範は、ジェンダー差別的なものかもしれません。しかし、

これまで、守ってきた自分たちの宗教的慣習をやすやすと捨てることはでき

ませんし、またそうすべきではないと思います。

確かにパテイヴァルタやテイージは、女性の行為を「女性」の鋳型にあ

てはめ規制しようとするジェンダー規範にはちがいない。また、その意味

でかかる規範の遵守は差別の助長につながるものと言える。けれども当事

者たる女性たちがこれを単なる抑圧的な規範としては捉えておらず、むし

ろそこに積極的な意味や楽しみを見出しているという事実を閑却してはな

らない。

5．選択されるジェンダー規範

先に事例で挙げた既婚を示すチュラやポテの着用、浄不浄観に基づいた

生理中の規範、そして夫崇拝の一例であるテイージの規範は、いずれも男

女を二分し女性を「女性」として構築する規範にほかならない。またバト

ラーに倣えば、そうした規範に準拠した反復行為が「女性」を構築し、「女

性」アイデンティティを形成することになる。

ジェンダーヘの問題意識が強く、フェミニズム理論に精通しているウイ

メンズ・スタディ・コースの在籍者たちは勿論こうした点を十分に知悉し

ていよう。しかしながら日常的な実践という水準で彼女たちがとっていた

のは、ジェンダー規範の単なる拒絶や転覆などではなかった。行為者の視
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点にたつ彼女たちは、①ほとんど意識しないままそれを遂行したり（無意

識的実践)、②憂憤を示しつつもある種の諦念からそれに従ったり（消極的

コミットメント)、あるいは③時に何らかの意味を見出し、積極的な楽しみ

を伴いながらそれらを対処していたのである（積極的コミットメント)。

バトラーの述べるように、「ジェンダーを正しく行えない者は規則に従っ

て罰せられる」という点で、確かにジェンダーは強制的制度の中で自己が

存続していくための戦略であり、明瞭な「懲罰実践を伴うパフォーマンス」

にほかならない（Butlerl990=1999:245)。まさに先述した生理中の規範に

基づく行為は、多くの女性が家族の制裁を意識し、意に反しながらも規範

を遵守している点でそれを示す格好の事例である。けれども他方、「夫への

従順」「夫崇拝」という象徴的な意味をもつティージヘの「自己満足」を伴

う積極的な関わりは、単なる強制力に屈した反復行為としてのみまとめて

よいのだろうか。言い換えれば、「楽しみ」「心躍ること」あるいは「自己

満足」としてジェンダー規範が再定義されたとき、それでもなお理想のジ

ェンダー像という「信仰モード」を信じそれを盲従しているにすぎないと

|祈言されるべきなのだろうか。

ジェンダーが規範とそれに基づく行為の反復で存続するものである以上、

規範の遵守と行為は結果的に男女の差異化を何らかのかたちで維持するも

のである。しかしながら、フェミニズム理論に通暁しながらもなお特定の

ジェンダー規範に意味を見出し意識的に実践する彼女たちの姿は、これま

で、少なからず権力に搦めとられた存在として想定されがちであった生活

者像を塗りかえるものとなるであろう。そして、それはまた、ともすれば

看過されがちであった些細な行為実践のうちにも実は既存のジェンダー規

範を再生産する力学だけでなく、反対にそれを内側から瓦解させていく力

の萌芽が潜んでいることを示唆するのである。

すべてのジェンダー規範の遂行は（半）強制的な力によって成し遂げら

れるものではない。それは時に当事者によって選択的になされ、何よりも

生きられているのである。このような局面をも視野に入れたとき、今後の

ジェンダー研究はさらなる拡がりをもつものとなるのではなかろうか。
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註

Ｌ{l'し床屋、什Ir屋、殿治屋などの職業カーストが合まオしている。

２現ｲ'三の法規のﾉML礎となっているのが、1854年にililI定された１K]法「ムルキアイン1910」である。
ムルキアインは、様々な地flll的・文化的背最をもつlK1氏を兀的なカースト・ヒエラルキーに統

合し、）１１時、突椛を掘っていたラナ字ﾉ'1｣一族に椎ﾉﾉと利統を集111させるＷ〔ililI体制の躍盤として制

定ざノした。またそｵしは、ジェンダー規範を艦Ｉ)込んだ岐初の成文法でもあった（Sangroula2001：
108)。ムルキアインはヒンドゥー法典の影騨を受け、僻姻、１１ｹ)職'２１統から刑法に至るInl-1におい

て、女性に躍別的である（MallaZOOl:185-195；Sangroula2001:６１)。

aネパールでは1950年の開lli1を契機に、冷戦構造ﾄでのその地卵的重要'性をiiliかして、アメリカ、
ロシア、「I1lK1などからインフラ整備を中`し､とする多くの開発援助をとりつけていた（Bhattachan

200L77;Dixitl997:173）

4ＷＩＤ、ＷＡＤ、ＧＡＤはいずれも「開発と女性」に合まｵしる諾概念区分である。「開発と女性」と
は開発論と女性学から発生したひとつの研究および実践・運動領域であり、1970年代以降開発政
策と結びつき発展してきた（'111111995:94)。

5･ネパールにおいてＷＩＤ、ＷＡＤ、ＣＡＤアプローチは、そｵしぞｵし組み今わざｵし使用ざオした。そﾉし
故まとまった効果を得られなかったという指摘もある（Bhattachan2001:79)。

６ネパールでは、1769年の統一以降、ゴルカElR1、ラナ宰相一族の支配が続いた。1950年に｝己族
i三導のＬｕﾐ化によってラナ体IlillがⅢj壊し、1958ｲ'２には、lK11三i三導のもと初の総選挙が行わ】'し、わ

ずかに８ケ)jの'''１であったが、初の複数政党内|淵が,誕'|ﾐしている。その後1960年には、正族のク

ーデターによりリネ笑止のBIillであるパンチヤヤット政椛が樹立ざｵし、1990ｲ'三の民jﾐ化までの期111ｊ
王制が存続していた。

尻質問票調行を実施した時期は、５)]の短期夏季休業による出席肴の減少、６１１の王室虐殺事件に
よる混乱によりクラスメイト全員に質問票を配ｵしなかった。また、多くの'''１答を得ることができ
なかった。

８質問「なぜこのコースを選んだのですか」（複数|〔１１答）に対して、１，１１符の得らｵした21人中、「こ
のコースに興味があったので」が１２人、「能力を磨き資格を得るため」が７人、「良い仕事を得る

ため」が４人、「同じ関心をもつ女性とのネットワーク構築のため」が１２人。その他としては、
"女性の声をあげるため，，、“女性の歴史的背景と現ｲ'三の状況を知るため，，、“女性が抑圧をうけて

いる背漿にどのような要|ﾉﾘがあるのかを知りそれを変える方法を学ぶため"、“女`性の地位1ｲﾘ上を
実現させるため”が挙げられていた。

，質問「ネパールにおいて女性は､1z等に扱わ】Ｉしていると思う」に対して、lill符の得らｵした21人中、
｢強くlil意する」「|Tl意する」「どちらともいえない」はいずｵし加入、「そう思わない」が８人、
｢決してそう思わない」が１２人、無'''1符が１人。

'０質問「あなたはどのようなときにジェンダー躍別を強く感じますか」（被数lijl答）に対して、
１，審を得た２１人[１１，「職場」と'111符した肴が３人、「家庭」が８人、「コミュニティ」が８人、「あ
らゆる場所」が３人、「公共の場」が１人、無|[Ｊ１符が１人。また、うち１２人が、“法律や公的な場

における龍別,，（マガール)、“女'１''２は意思決定過州こ参りできず、公的な場において女性がリー

ダーシップを発liliしにくい状況がある'，（ブラーマン１人、ネワール１人)、“女性に対する社会
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的・宗教的差別とカースト箙別の双刀”（チェットリ）、“きょうだい間の篭別待遇、｛ﾅ親が意思

決定権をもっていない”（ネワール２人)、“ﾘ)'１'t兄弟と比較すると家庭内において機会に忠まオして

いない”（チェットリ）、“ｿ)女の扱いが平等ではない'，（ブラーマン３人)、“人''三のあらゆる場１ｍ

において女性はり)`|'tの影に１１M１Ｍしている。まるで２級,１丁氏のようだ”（ブラーマン)、“少数民族

Ⅱ}身であるが故に、ジェンダーと氏族熊別を感じている”（リンブー）等の』し体的な溌別内容を

併記していた。＊（）内は'11身カースト・氏族。

'’1854年にムルキアインがiliI疋さｵして以来、｜ＭＥ分ﾉﾉの際にルト'tには何の↑'１限も課せらﾉしない一

万で、女,'''三にはｲIりらかの制限が課せらｵしてきた。1990ｲ'三にiliI定された「ネパール王|副憲法2048」

の第１３１条で潅別的法律のj11I;効化がIﾘ]記さオしたにもかかわらず、ソミ体法においてＭ１雁分ﾉﾁが「３５
才以上の独身の女`性」に限定ざｵしてきた。2002ｲ１２３)｣現ｲE、氏法改][案のnJ決により、１Ｍ三分【ｊ

権が／に妬の女性全てに認めらオしることとなり、新たなﾊﾘ血を迎えている。

'２質|川「最近のネパールの女性'11]題で特に重要だと思うのは何ですか」（複数'''１答）に対して、

|【1袴を得た21人中、「女性の財産分与権」が１２人、「少女売買」が７人、「扉１１]機会均等」が１２人・

その他としては、“法改正”が１人、“望まない妊娠に対する中絶”が２人、“女性への教育の向上”

が，人、“全ての人に平等な機会の実現，'が1人、“多元的社会の実現”が１人。

'３質問「女性は既幡を示すテイカ、チュラ、ポテを身につけるべきである」に対して、ln1答を得
た21人中、「強く同意する」が１人、「Iil意する」が１人、「どちらともいえない」が２人、「そう

思わない」が10人、「決してそう思わない」が４人、ｊ１１ｆ１１Ｊ１答が３人。

１４質問「''三王,'1｢'１は家庭内の規範に従うべきである」に対して、lu1符を得た21人中、「強く１，１１意す

る」が０人、「|il意する」が５人、「どちらともいえない」が２人、「そう思わない」が８人、「決し
てそう),､わない」が２人、ｊ１ｌｌｌＩ１１符が２人。

'５質'１１］「''三ｆ１Ｉｌ｢'１は寺院参拝すべきではない」に対して、｜['1答を得た21人１１１，「強く''1意する」が
１人、「li1意する」が６人、「どちらともいえない」が５人、「そう思わない」が６人、「決してそう

思わない」が２人、無ＩＤ]籍が１人。

'６躬前は仮躬。以下同様。

'７（）内の職業は、学業以外の職雛。以「何様。

181ii1じくネワールの仏教徒であるアルニ・バズラチヤリヤさんによオしば、ネワールの仏教徒にお
いても一般的に(上珂１１１の規範が見られるという。

'９１１j]答した２１人中、１８人がヒンドゥー教、１人が仏教、１人がリンブーの宗教、１人がアニミズ
ムを信仰している。なお、ネパールでは、仏陀はヒンドゥー教の神ヴイシュヌの化身として信じ

られ、仏教とヒンドゥー教は融合を見せている。

２０Ｗき取りは２００１年の５１１２０１１におこなった。

２１聞き取りは2001年の８)11011におこなった。

２２聞き取りは２００１年の４)１１９１１におこなった。

２３現在はカトマンズで弟と瀧らしている。

２４例えば、ｇoldのピアスやネックレスなどを使って。

２５Ｗき取りは2001イドの７)１２６１１におこなった。
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２６聞き収りは2001イドの５)１１３１１におこなった。

z7.以'二２００１ｲ１２６）12411の授業内で彼女たちがモンゴロイド系氏族内における''ﾐf''1''１の規範のｲjF：
在を否定したことに触ｵして、授堆のlII後に1;iliを'1Mいた｡

２８鞭荷がfW学していた2001ｲ|ﾐにおいては８)１２１１１がテイージの１１とざｵし、女`'ソ１２のみ体'１となっ
ていた。

２９．この点については２００１ｲ１２７)]２５１１ブラーマンのアンジュ゛パンデイツトさんより彼女の机}リ
から聞いた話として、ヘiY行宅においでＩｌ１ｉ報を↑|卜た。

３０質''１］「女`|ｿﾞｾはパテイヴアルタに従うべきだ」に対して、’111符をｲ(#たＺ１人''１，「強くlil意する」
が４人、「|｢1意する」が２人、「どちらともいえない」が１人、「そう思わない」が２人、「決してそ
う思わない」が１１人、jl1flill符が１人。

312001年８)ｊｌ３１１の「|)'1発と女性」の授業において。

322001年８１)１７１１の休み'1洲jを利)|lして話を聞いた。

３３ヒンドゥー教の寺院があり聖地として崇められている。

３４ビーズでできた太いネックレス。

352001ｲ'二８１ｊｌ７１１の休みIHFl1Ijを利１１Ｉして話を聞いた。

３６この||剛]ネパール''1の女|ソ'三がテイージのために、綺腿に彩らｵした新しいチユラを買い求める。

372001年８)１１７１１の》l)宅の途''１で';i1iを111]いた。

382001年８１）１３１１の「|)1発と女,lyl1」の授災内で「テイージ」に触ｵして。

392001年８)ｊＺ１１１にマヤ・スッバさんとパシュパテイナート↓'1学に行った際に話を聞いた。

４０鵬|x的に本コースは伽'三１１)1から親年９)]までを修業1Ｕ１Ｉ１Ｉ)と定めているため、鞭脅がfw学を
|;'1飴した2000年８）]の約､Ｍの１１１１、第４期'１ﾐと1ﾙﾜを)ilzべた。

412001年８)１２４１１に彼女の｢１毛で、おｌ[いの近b[lを'〒i1iしながら';i1iを'１Mいた。

422001年９)j21Jに彼女の笈家でおｌ[いの近bdを話しながら話を聞いた。

43.シークもまた貞淑な変のfIl1想像として知らｵしている。ラーマの変シークは森で悪魔の囚わｵしの
身になる。そして、ラーマによって救ｌｌｌさｵしるが、ラーマは彼女の'１節を疑う。そして彼女は、
身をもって彼女の貞節をi;川する（Sullivanl997:209-210)。
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